
体韓R保纏.1：事宵科に和！？る 患者力⑫判断力 表現力

間却のように，改正教青基宇法及ひさ声校教育法にお i，＇て「生きるブ JI，；：育成！を支える学力の

て可思考力＠判断力・表珂力が位i呈Lづけられた。思考刀⑩判断t,u 去現力を互いにかかがり合L

者コ展するものととらえ，宣教科苓の教材1千百訟や授業設計の観点として活用することが求められていろ。

では，体育.f記健体育科の授業におし、ぺーは，いかにして思与力 f 判断刀・表現力を育 lろっつ，

める ）＇－1を育てていけるめたろフかc ここでは，追訪日Iミ域の学習を例i::;zt，＜、ていきたいにJ

何回年度に開催さ；札た日オ；1ポ－ "J教育学0弟'.28白シ J,f ，；ウム （J_行、守マは

めιれる体育授業と設Brfi71 ：千二あった。シ〆；1｛ジス 1心 人で、ある去三田清氏は1 これ

ましし ιわり万についτ，「主主習対象と i／＇二J豆宝t10）本質的む課題性面白ちを柚にしながら，①『（その

課題解決の面白さに＇＊誘い iらみ，追い込ん℃い；授業』可 iIJ『七、b＇） 合1-＼支え合う授業j／士、主現を探

る必要があるのではないか」と述べている（岩田2009).•. :}) 1:t, これ1)＇らの体育学習ιおいτ認識

学習がさらに重視されていくことを示していと），運動領域でら認識学習は，「できる」につながる「わ

か芯J，またはっ「やってみたいJにつ立がる「わカ、.1Jを生み出す志のであるべきである。同j茅に，

は，これからの件育授業においては，「わかる」「できるj「やってみたしリにつながる仲間との景かな

交流が求められていることを示Lてしιるu つまり， (1）②はソ子どもたち個々の認識を形成する過程と集

白を形成する：過程とが1 一つの捜業の中で同時に進行していくことを立ちしているとし，える。

そしてま 岩出正は，「子ども同士のコ之ュニケージヲンを増幅させる最も大きな原動万になるの

は「情報Jつまり 2 運動についての認識とその共有である」とも指摘しているが吉田2009）。「できるよ

うになりたし、」ことへ向かっ℃9 自分j主の課題は何なのか 自分達は今何につまずいているのか・そ

はなぜ1与のか・どうしたらうまくできそうかなど，仲間同士で官｝きを見合ったり話し合ったりしていく

なかで，学習内容の核心でi}[;~z.. 課題解決に向かつての仲間との交流が促される仁その交流の積み重ねを

通して，「ひとりができと，Jことが「みんながで、きる」ことへと発展していくのである。

ヒ記iこ示Sれた休育ts¥:業のイメーヅにおいて，子どもたちは課題の解決に向かつてρ 状況。条件を認

識し，それらの情報を共有し合って写知識＠技能の取捨選択ゃな11工を行い 課題となる運動を遂行する。

それはまさに思考力＠判断力＠表現力を互いにかかわらぜ学び合う姿である。

今年度の授業研究はり 土記に示された， これからの時代に望まれる我が匡jの体育授業のあり方を，初

等部前期 u 初等部後期 υ 中等部の11年間の発達段階におけるそれぞれのJi二、と体の発達に応じて具体化し

ようとするものであるといえる。今t度は，上記の①②のうち特に②に焦点、をあてた取り組みとなろう。

体育。保健体育科では，各／うの教育研究フロソクにおける子どもたちの心身の発達陵階の特徴をとら

λ，それらの特棋を互いに話L合うことで，

りでる 3。また 今年度の授業情究で位、

間にどパノ ＠；子宮経験を積み上

Lてきた，，その結果、は？

どもたちが11年

L，ぞれをふまえたうえで寸救け開発。授

業詮計・援業実践！こ臨んでし、る C• ll年間(J_1育ちをJ気通したうえでッ今ラ臼の前の子ども達iこ何を育てる

rきなのか e与干のためにはどんな活動ャ：支援を構想す父き Jよのか。主iJ小は；1一貫教育研究心取り組み

しと，子どをi主の現在。過去・未来の去を思 ＼ia描きながら医業をつぐってi,－.く視点が育まれ，つつある。

子ど丸子ごち とともに， これまでの取り組みの成果らi欠第 I' 

(j才jきJfofラモ者：

ポi:> rヲむ詩句は岩田（200C）に芝、づき 5
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